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■子どもには苦しい表情は見せられん！

　旧正月に当たる２月３日、鬼神社（鬼沢

字菖蒲沢）で五穀豊穣（ほうじょう）・家内

安全を祈願する「しめ縄奉納裸参り」が行

われました。締め込み姿の34人の男衆が身

を清めるため、冷水の張ったたるに次々と

飛び込むと、集まった地元の子どもたちや

住民から大きな歓声が上がっていました。
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●お知らせ／ 催し、教室など ･･･････････････

環境ニュース

広報広報広報広報

ま  ち



　当公民館は平成 11 年、現在地に移転・新築と
なり、当時の公民館としては珍しく体育館も設置
され、地域住民を中心に大いに利用されています。
各町会公民館長 ､婦人部を実行委員に開催される
文化祭はもとより、最近では弘前大学医学部との
連携事業を開催するなど、いろいろな事業を展開
し ､地域の皆さんからは大変喜ばれています。目
屋バイパス沿いにあり、東目屋出張所に隣接し、
東目屋ふれあいセンターとしても親しまれていま
す。

　当公民館は総合学習センター内にあり、管内人
口が全地区公民館の中で最も多く、豊田小、東小、
福村小学区の約２万 2,000 人を対象としていま
す。少年・青年事業として木工教室や調理実習、
パソコン講座などがあります。女性教室では月１
回、「祈・交通安全」のマスコット 300 個を目標
とした制作活動を、高齢者向け「寿大学」ではグ
ラウンドゴルフやペタンク、地域の歴史探訪など
の活動をしています。クラブ活動も活発で、エア
ロビクス、陶芸などのクラブが 20以上あります。

   小沢運動公園に隣接する当公民館では、公民館と公園を利用した事業
が実施されています。桜とりんごの木に囲まれた公園で、四季折々を感
じながら運動ができる環境は ､自然と和やかな気持ちになります。公園
を利用した事業は、次のとおりです。
５月…グラウンドゴルフを楽しもう／７月…防犯健康駅伝／８月…小沢
運動会／９月…三世代交流グラウンドゴルフ大会／ 10 月…公民館まつ
りグラウンドゴルフ大会・体協グラウンドゴルフ大会
　このほか、公民館には少年・青年・家庭教育学級・高齢者教室・女性
教室があり、各種講座・料理実習などを実施しています。

　当公民館は、弘前市の東南端に位置する、笑顔行き交う地域コミュニ
ティーの場です。地区にある温水プール石川を活用した小学生対象の初
心者水泳教室など、毎月さまざまなニーズに応じた各教室や講座を行っ
ています。いつまでも “公民館に行くとなんとかなる” と子どもから大
人まで気軽に立ち寄れるような、地域を応援する公民館であり続けたい
と思っています。

　当公民館は、城東小学校、ＪＲ撫牛子駅と共に
和徳地区でよく利用されている公共施設の一つで
す。地区には昨年、弘前免許センターが開設され、
また、福祉施設が新設されたことで、行き交う利
用者や交通量も増え、にぎわいを見せています。
「集い」「ふれあい」「学びあい」を目標とする当
公民館は、学社連携、世代間交流事業を積極的に
行い、住民とのきずなを深めています。特に、先
駆事業としての移動学習「歴史探訪（史跡巡り）」
は、長年地域に愛されてきました。近年、郷土出
身の偉人や作家を中心とした文学史に親しみ、充
実した自慢の生涯学習活動を行っています。
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東部公民館

わ
が
地
域
の
公
民
館

清水公民館

石川公民館

堀越公民館

　当公民館は、昭和 32 年に旧出張所を利用して創設され、昭和 58 年
２月に移転・新築し、現在に至っています。この間、地域が一体となっ
て、創意工夫をしながら「つどう」「まなぶ」「むすぶ」を実践すること
により、地域の皆さんの心のよりどころとして定着してきました。毎年
開催される文化祭や成人講座・三世代交流事業、また、少年教育・高齢
者教室・女性教室の各事業のほか、各サークル（現在８サークル）が毎
週定期的に活動していますので、地域の皆さん、気軽にお立ち寄りくだ
さい。

千年公民館

　当公民館では、平成 21 年度、22 年度と世代間国際交流を行ってい
ます。本年度も７カ国の弘前大学留学生を迎えて行われました。
　日本に来て、文化の違いを知ってもらいたいとの趣旨のもとで、子ど
もからお年寄りまで一丸となり、グラウンドゴルフ、流しそうめんの体
験、５本綱引きゲーム、各国の紹介などが行われ、国際的な交流の場と
なりました。驚いたことに、留学生たちは日本語がとても上手で、違和
感なく和気あいあいとしたムードの中で事業が進められ、次年度につな
がっていくことを確信しました。

　当公民館は昭和 29年に千年村役場として新設され、市村合併に伴い、
昭和 32年に独立施設として改修され、現在に至っています。
　広い敷地の正面入り口には「千代の松原」の数百本あった松のうち、
現在ではただ１本の松（推定樹齢 300 年）だけが残り、利用者を優し
く出迎え・見送りしています。
　当公民館には 15 クラブと４教室の利用団体があり、毎日何らかの事
業、行事が行われています。地域住民はもとより、近隣住民にも利用さ
れ、交流と親睦（しんぼく）向上の場として愛されています。

船沢公民館
　

当
市
に
は
中
央
公
民
館
が

３
館
（
中
央
公
民
館
、
中
央

公
民
館
岩
木
館
、
中
央
公
民

館
相
馬
館
）
と
地
区
公
民
館

が
12
館
（
東
目
屋
、
和
徳
、

東
部
、
清
水
、
石
川
、
堀
越
、

千
年
、
船
沢
、
高
杉
、
裾
野
、

新
和
、
藤
代
）
あ
り
、
各
館

で
は
い
ろ
い
ろ
な
講
座
や
教

室
を
通
じ
て
地
域
づ
く
り
・

人
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
中
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
密
着
し
た
公
民
館
活

動
を
し
て
い
る
12
の
地
区
公

民
館
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
信

頼
も
厚
く
、
文
字
ど
お
り
地

域
の
公
民
館
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
こ
の
12
館
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
公
民
館
ス
タ
ッ
フ

が
書
い
た
紹
介
文
を
通
じ
て

ま
と
め
て
紹
介
し
ま
す
。
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▲

小沢字御笠見 46の 10（☎ 88・2110）

 

▲

石川字石川 114 の１（☎ 92・3405）

 

▲

門外２丁目３の 11（☎ 27・2635）

 

▲

小栗山字川合 115 の１（☎ 87・2130）

 

▲

折笠字宮川 95の５（☎ 96・2323）

 

▲

末広４丁目 10の１（☎ 27・5800）

和徳公民館  

▲

大久保字沼田 204 の 3（☎ 36・4747）

東目屋公民館  

▲

中野字中豊田 20（☎ 86・2112）
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　高杉地区に
は中央衛生
センター、瑞
風園（温泉施
設）、西部児
童センター、
高長根スキー
場が設置され
ています。こ

れらは昭和 55 年度開発事業により建設されたも
ので、一地区にこれほど集約されている所はあり
ません。当公民館では２年前から市の関連施設と
相互理解を深め、交流を強化するため、共催事業
の実施や情報提供に努めています。また、小
学校の農産物の生産活動、中学校の学社
融合事業にも取り組んでいます。経
過は毎月発行している公民館だよ
りで町会民に周知しており、今
後も地区の地の利を生かした交
流に努める方針です。

　当公民館の
ある裾野地
区は県道弘前
～鰺ヶ沢線の
ほぼ中心にあ
り、りんごと
米の農業地域
です。当公民
館ではさまざ
まな講座のほかに、弘前大学との連携事業として
摘果りんご（捨てる実）のピクルスでハンバーガ
ーやドライカレーを作るなど、摘果りんごのいろ
いろな料理への活用研究や、地域の施設との交流
ボランティア活動などが活発に行われていま

す。特に高齢者教室では、裾野中ボラン
ティア隊の協力により、毎年８月に
140 人が参加する７町会対抗の運
動会が開催され、高齢者とは思
えないほどパワフルな様子に大
きな盛り上がりを見せます。

 

▲

独狐字山辺 72の１（☎ 95・2336）

高杉公民館
 

▲

大森字勝山 81の１（☎ 93・2810）

裾野公民館

新和公民館
 

▲

種市字熊谷５の１（☎ 72・1517）

藤代公民館
 

▲

八代町２の 10（☎ 32・1977）！
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　当公民館の
ある新和地区
は、 弘 前 市
の北端に位置
し、岩木川を
挟んで板柳
町、鶴田町と
隣接した、り
んごと米の農

業地域です。当公民館は新和出張所と併設してお
り、地域６町会の皆さんの世代間交流、生涯学習
の拠点として、公民館まつりをはじめ各種の講演
会など、地域活性化のために利用されています。
少年・青年・女性・成人教育の領域に分かれてさ
まざまな事業、講座などを行っており、女性教室
では料理教室、手芸講座、しめ縄作りなどを行っ
ています。弘前大学との ｢地域づくり連携事業 ｣
は４年連続で行われ、学生が郷土料理のけの汁や
くじらもちを材料から作って公民館まつりで振る
舞いました。

　当公民館は
昭和 21年 11
月、県下の他
市町村に先駆
けて設置さ
れ、その後優
良公民館とし
て全国表彰を
受けました。
藤代地区にある約3,100 世帯の地域拠点として教
育、学習、文化の向上を図り、地区民が気軽に訪
れる場となっています。昨年開催された地区文化
祭の芸能まつりには、約 600 人の観衆が集まり
大盛況でした。文化祭の最後を飾る「活き活き講
座」では石戸谷忻一さんの文化講演が行われ、過
去最高の 160 人が参加しました。また、恒例の
地区新年互礼会には今年、110 人の参加者があり、
地域のさらなる活性化を目指して気持ちを新たに
親睦（しんぼく）を深めました。

44

いただいたご意見・ご提案 市の回答

　現在、弘前城の石垣は、一部は

らみ出し（ふくらみ）が大きくな

ってきており、また、天守も少し

傾いた状態にあります。このため、

大きな地震などがあった場合、崩

落の危険性があり、早急な改修が

必要とされています。

　このことから、市では文化庁の

指導により、平成 19 年度から本
丸の石垣修理のため、さまざまな

調査を実施していますが、弘前城

が国指定史跡であることや石垣も

江戸時代からのものであることか

ら、修理に当たっては、随時、発

掘調査をするなど、数多くの調査

や史実に基づく工法の検討が必要

になり、相当の期間を要します。

　石垣全体の修理には、約 20 年
の期間が必要であるとしています

が、施工区域を分けて施工すると

ともに、天守については、公園利用

者や観光客への影響を考え、解体

しないそのままの状態での移動か

ら、石垣修理後の現在の位置への

復元までを約 6 年間の最小限の
期間で計画しています。また、石垣

修理期間中には、その修理状況や

発掘などの状況を公開するほか、

移動後の天守は内部を公開するこ

とも検討していますので、ご理解

くださるようお願いします。

　「わたしのアイデアポスト」は、市の広聴事業のひとつとして、市政
に関するご提案やご意見を多くの皆さんからお伺いし、市政運営に生か
すことを目的に実施しています。
　現在、上記の 11 カ所にポストを設置していますので、備え付けてあ
る用紙に提案などを記載して投書してください。また、インターネット
やファクス、郵送でも受け付けています。
■わたしのアイデアポストについての問い合わせ先  広報広聴課広聴
係（〒 036・8551、上白銀町１の１、市役所２階、窓口 258、☎ 35・
1194、ファクス 35・0080）

石川出張所

新和出張所

裾野出張所

高杉出張所

船沢出張所

東目屋出張所

市民課城東分室

市民課駅前分室

相馬総合支所民生課

岩木総合支所総務課

市役所総合案内所市役所総合案内所

わたしの
アイデア
ポスト

皆さんからのご意見・ご提案にお答えします

　11月 24 日の弘前大学公開講座
津軽学弘前城築城 400 年に向け
てのフォーラムで、修復のため天

守閣を本丸中央に移動し、その間

約 20 年間は元の位置にないとの
ことを知りました。

　調査にあまり期間を掛けすぎる

と、桜と城のイメージで観光客を

引き寄せている弘前さくらまつり

は崩壊する可能性があります。新

幹線の到来のチャンスと同時にイ

メージの消失となれば津軽のパワ

ーポイントは消えうせることにな

るでしょう。できれば、さくらま

つり期間中は元に戻し、作業をす

ることを希望します。　

　そうでなくても、気候変動で桜

の開花期間の気になるこのごろな

のに。

　

岩
木
町
史
編
さ
ん
事
業
も
い
よ
い
よ
大

詰
め
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
末
刊
行
の
歴
史
・
民
俗
資
料
を

ま
と
め
た
第
一
巻
目
『
新
編
弘
前
市
史　

資
料
編　

岩
木
地
区
』
は
好
評
の
う
ち
に

完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
「
資
料
編
」
に
続
く
第
二

巻
目
（
最
終
巻
）『
新
編
弘
前
市
史　

通

史
編　

岩
木
地
区
』
の
編
集
作
業
を
間
も

な
く
終
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の「
通
史
編
」は
弘
前
大
学
人
文
学
部

教
授
・
長
谷
川
成
一
さ
ん
監
修
の
下
、
県

内
有
数
の
研
究
者
の
執
筆
・
編
集
に
よ
り
、

岩
木
地
区
の
自
然
と
歴
史
を
で
き
る
だ
け

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

頒
布
開
始
は
４
月
か
ら
の
予
定
で
す

が
、
部
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
目
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

▽
体
裁
な
ど　

Ａ
５
判
、
上
製
本
、
約
７

３
０
ペ
ー
ジ
（
う
ち
、
カ
ラ
ー
口
絵
32
ペ

ー
ジ
）

▽
頒
布
価
格　

３
２
０
０
円
（
税
込
み
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先　

岩
木
総
合
支

所
総
務
課
岩
木
町
史
編
さ
ん
担
当
（
☎

82
・
１
６
２
２
、フ
ァ
ク
ス
82
・
３
１
１
８
）

「
新
編
弘
前
市
史

「
新
編
弘
前
市
史

　

通
史
編　

岩
木
地
区
」

　

通
史
編　

岩
木
地
区
」

　

通
史
編　

岩
木
地
区
」

「
新
編
弘
前
市
史

　

通
史
編　

岩
木
地
区
」

ま
も
な
く
刊
行
！
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開
発
行
為
の
規
制

　

開
発
許
可
制
度
は
、
建
物
を
建

築
す
る
目
的
で
土
地
の
区
画
形
質

の
変
更
（「
開
発
行
為
」
と
い
い
、

農
地
に
住
宅
を
建
築
す
る
な
ど
）

を
す
る
場
合
な
ど
に
適
用
さ
れ
、

許
可
が
必
要
で
す
（
上
図
参
照
）。

許
可
を
受
け
な
い
で
開
発
行
為
を

し
た
り
、
建
物
の
使
い
方
や
居
住

者
を
変
更
し
た
り
し
た
と
き
は
、

是
正
指
導
の
対
象
と
な
る
ほ
か
、

悪
質
な
と
き
は
罰
則
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
を
購

入
し
、
建
物
の
建
築
を
計
画
す
る

場
合
な
ど
は
、
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

開
発
指
導
係
（
市
役
所
５
階
、
☎

35
・
１
１
３
４
）

弘前公園の園路整備について

お 知 ら せ
　弘前公園では、利用者の通行の利便性を図るた
め、本年度から園路の整備工事を実施しています。
整備方法は、景観に配慮した舗装材料を使用し、
歩きやすく、公園と調和のとれたものとしていま
す。
　これまでに、東門付近、西濠（ぼり）および北
の郭（くるわ）の園路整備を実施し、３月までは、
追手門から杉の大橋を通り東内門までの区間（右
図参照）を整備しますのでお知らせします。
　なお、この整備で通行止めになる区間はありま
せんが、公園の利用者のご理解をお願いします。
▽園路整備期間　３月 31日まで（予定）
▽問い合わせ先　公園緑地課（☎ 33・8739）

都
市
計
画
法
と
開
発
許
可
制
度

都
市
計
画
法
と
開
発
許
可
制
度

　

市
民
の
良
好
な
生
活
環
境
を
保
ち
、
都
市
の
健
全
な
発
展
と

秩
序
あ
る
整
備
を
図
る
た
め
、
市
で
は
都
市
計
画
区
域
を
市
街

化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
区
分
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
開
発
許
可
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

都市計画区域

市 街 化 区 域 市街化調整区域

市 街 化 を 抑 制 す る 区 域
既に市街地を形成している区域
計画的に市街化を図るべき区域

開発区域の面積が 1,000 ㎡
以上の開発行為をするとき

開発区域の面積に関係なく
開発行為などをするとき　

※既に宅地となっている土地に建物
を建築する場合、建物の使い方や住
宅の居住者を変更する場合など、開
 発許可が必要となる場合があります。

開発許可が必要

市 街 化 区 域 市街化調整区域

園路整備区間
園路整備済み区間

東内門東内門

杉の大橋杉の大橋
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「
ホ
ッ
ト
ア
ッ
プ
ル
ジ
ュ
ー
ス
」

「
ホ
ッ
ト
ア
ッ
プ
ル
ジ
ュ
ー
ス
」

　「生活習慣病の予防」「禁煙したい」「健診結果を詳し
く知りたい」「健診受診後の生活について」など、健康

や栄養に関して保健師や栄養士が無料で相談に応じてい

ます。

　相談は予約が必要ですので、希望する人は事前に電話

で申し込んでください。

▽３月の相談日　１日・15日の午前９時～午後２時　
▽ところ　弘前市保健センター（野田２丁目）

▽予約受付時間　午前８時半～午後５時（土・日曜日を

除く）

▽問い合わせ・予約先　弘前市保健センター（☎ 37・
3750）

▽と　き　３月８日・11日、午前 10時～午後１時
▽ところ　弘前市保健センター（野田２丁目）

▽内　容　おいしい減塩料理作り（わかめとショウガの

混ぜご飯、具だくさんみそ汁、さんまのからし揚げほか）

▽定　員　各日 20人（先着順）
▽受講料　無　料

▽持ち物　エプロン、三角きん、マイはし

▽問い合わせ・申込先　２月 22 日から、電話で弘前市民
健康推進協議会事務局（弘前市保健センター内、☎ 37・
3750）へ。

　３月１日～７日は子ども予防接種

週間です。

　市医師会では、通常の診療時間内

に予防接種が受けにくい人に対し、

３月５日・６日に、定期の予防接種

と任意接種緊急臨時特例交付金の対

象であるヒブワクチン、小児用肺炎

球菌ワクチン、子宮頸がん予防ワク

チンの接種を実施します。特に麻し

ん風しん混合ワクチンの２期（５歳

以上７歳未満で小学校就学前の１年

間）、３期（中学校１年生に相当す

る年齢の人）、４期（高校３年生に

相当する年齢の人）の予防接種をま

だ済ませていない人は、この機会に

接種しましょう。

■実施医療機関・実施日・実施時間

の問い合わせ先　弘前市医師会事務

局（☎ 32・2371）

健康相談

～高血圧予防～健康教室

や

ま

子ども子ども
予防接種週間予防接種週間
子ども
予防接種週間

　

中
南
地
域
県
民
局
で
は
、
温
か

い
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
（
ホ
ッ
ト
ア

ッ
プ
ル
ジ
ュ
ー
ス
）
の
普
及
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

冷
や
し
て
飲
む
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
で
す
が
、
寒

い
季
節
に
「
ホ
ッ
ト
」
で
じ
っ
く

り
飲
む
と
、
体
も
心
も
温
ま
り
ま

す
。
こ
の
冬
は
家
庭
で
新
し
い
飲

み
方
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽
簡
単
な
飲
み
方　

カ
ッ
プ
や
湯

飲
み
な
ど
に
適
量
の
り
ん
ご
ジ
ュ

ー
ス
を
注
ぎ
、
電
子
レ
ン
ジ
で
１

〜
２
分
温
め
ま
す
。
温
め
る
と
風

味
（
香
り
や
甘
み
な
ど
）
が
強
調

さ
れ
る
た
め
、
り
ん
ご
の
品
種
に

よ
る
風
味
の
違
い
が
感
じ
や
す
い

果
汁
１
０
０
％
ス
ト
レ
ー
ト
タ
イ

プ
の
ジ
ュ
ー
ス
を
特
に
お
す
す
め

し
ま
す
。
お
好
み
で
シ
ナ
モ
ン
や

シ
ョ
ウ
ガ
、
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
加

え
て
も
違
っ
た
お
い
し
さ
が
味
わ

え
ま
す
。
飲
み
方
に
つ
い
て
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

同
県
民
局
で
は
こ
の
ほ
か
、
ホ

ッ
ト
ア
ッ
プ
ル
ジ
ュ
ー
ス
普
及
の

た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
農
業
・
観
光
業
・

飲
食
業
な
ど
を
営
む
人
で
、
商
品

と
し
て
ホ
ッ
ト
ア
ッ
プ
ル
ジ
ュ
ー

ス
の
活
用
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
入
用
紙
や
研
究

会
の
開
催
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
多
数
の
問
い
合
わ
せ

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

中
南
地
域
県

民
局
地
域
連
携
部
地
域
支
援
室

（
☎
32
・
２
４
０
７
、
フ
ァ
ク
ス

32
・
２
４
５
１
、
Ｅ
メ
ー
ルch-

renkei@
pref.aom

ori.lg.jp

、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.pref.

aom
ori.lg.jp/kensei/seisaku/

chren_AppleN
et_1.htm

l

）

で
体体
も
心心
も　
　
　
　

に
！

プ

ュ

プ

ュ

プ
ル
ジ
ュ
ー
ス

ュ

プ
ル
ジ
ュ
ー
ス

プ
ル
ジ
ュ
ー
ス

に
！！

ホ
ッ
ト

ホ
ッ
ト



お

ら
せ

知

…　広報ひろさき　平成２３年２月１５日号

お知らせ

青年講座

新米パパの赤ちゃんレッスン新米パパの赤ちゃんレッスン

新米パパと未来のパパを応援新米パパと未来のパパを応援

します！します！

新米パパの赤ちゃんレッスン新米パパの赤ちゃんレッスン

新米パパと未来のパパを応援新米パパと未来のパパを応援

します！します！
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ふ
れ
あ
い
高
齢
者　
　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
親
善
大
会

　

冬
期
間
の
健
康
保
持
と
参
加
者

の
親
善
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
す
。

▽
と　

き　

３
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
と
こ
ろ　

克
雪
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
（
豊
田
２
丁
目
）

▽
対　

象　

60
歳
以
上
の
市
民

▽
参
加
料　

１
チ
ー
ム
（
７
人
以

内
）
１
５
０
０
円

※
当
日
、
受
付
で
納
入
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

３
月

４
日
ま
で
に
、
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
33
・
１
１
６
１
）、
ま
た

は
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
☎

73
・
３
０
６
６
）
へ
。

第
４
回
ひ
と
に
や
さ
し
い

社
会
推
進
セ
ミ
ナ
ー　
　

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
と
れ
た

働
き
方
や
生
き
方
を
す
る
た
め
に

は
何
が
大
切
で
し
ょ
う
か
。
さ
ま

ざ
ま
な
働
き
方
を
し
て
い
る
人
の

話
や
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
か
ら
、

あ
な
た
に
合
っ
た
働
き
方
の
ヒ
ン

ト
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と　

き　

２
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

市
民
参
画
セ
ン
タ
ー

（
元
寺
町
）３
階
グ
ル
ー
プ
活
動
室

▽
テ
ー
マ　
「
仕
事
も
楽
し
く
、

暮
ら
し
も
楽
し
く
」

▽
講　

師　

石
岡
百
合
子
さ
ん

（
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン

ト
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▽
発
表
者　

清
野
眞
由
美
さ
ん

（
弘
前
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ぴ
ー
ぷ
る
代
表
理
事
）
／
前
田
美

代
子
さ
ん
（
ウ
チ
ゴ
ハ
ン
の
カ
フ

ェ
・
リ
エ
ゾ
ン
店
長
）
／
葛
西
け

い
子
さ
ん
（
さ
ん
か
く
ネ
ッ
ト
子

育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
）
／
外
崎
睦
美

さ
ん
（
会
社
員
）

▽
対　

象　

再
就
職
を
考
え
て
い

る
女
性
＝
20
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

無　

料

※
保
育
室
を
用
意
し
ま
す
の
で
、

希
望
者
は
参
加
申
し
込
み
時
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

２
月

21
日
ま
で
に
、
市
民
参
画
セ
ン
タ

ー
（
☎
31
・
２
５
０
０
）
へ
。

く
ら
し
の
消
費
者
講
座

　

昨
年
８
月
27
日
に
開
催
し
た
講

教
室･

講
座

座
で
は
、
受
講
希
望
者
が
予
定
数

を
上
回
り
、
受
講
で
き
な
い
人
が

い
た
た
め
、
今
回
、
同
じ
テ
ー
マ
・

内
容
で
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

老
後
は
い
つ
介
護
が
必
要
と
な

り
、
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
元
気
な
状
態

で
あ
っ
て
も
単
身
生
活
と
な
り
、

不
安
な
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
近
で
は
高
齢
者
が
入
居
で
き

る
施
設
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
講
座
で
は
各
種
老
人
施

設
が
ど
の
よ
う
な
場
所
な
の
か
な

ど
、
皆
さ
ん
が
知
っ
て
お
き
た
い

内
容
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く

お
話
し
し
ま
す
。

▽
と　

き　

２
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
白
銀
町
）
１
階
会
議
室

▽
テ
ー
マ　
「
老
後
は
ど
こ
で
暮

ら
し
ま
す
か
？
」
〜
各
種
老
人
施

設
の
違
い
に
つ
い
て
〜

▽
講　

師　

土
岐
浩
一
郎
さ
ん

（
青
森
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

副
会
長
）

▽
対　

象　

市
民
ま
た
は
市
内
に

通
勤
・
通
学
す
る
人
＝
55
人
（
先

着
順
）

▽
参
加
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

市
民

生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
34
・
３
１
７

９
）

再
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

〜W
ork

2

わ
く
わ
く
企
業
見
学

（
介
護
職
編
）
〜

　
「
仕
事
に
伴
う
喜
び
や
悩
み
」

「
再
就
職
者
に
求
め
る
こ
と
」
な

ど
、現
役
の
介
護
職
員
の
講
話
を
、

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
気
楽
に

聞
く
こ
と
が
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
講
師
が
勤

務
す
る
企
業
の
施
設
見
学
を
行
い

ま
す
の
で
、
現
場
の
雰
囲
気
を
体

感
で
き
ま
す
。

▽
と　

き　

２
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

▽
と
こ
ろ　

五
所
川
原
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
（
五
所
川
原
市
一

ッ
谷
）
２
階
第
２
教
室

▽
講　

師　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
青
山
荘
介
護
職
員

▽
対　

象　

離
職
者
お
よ
び
非
正

規
雇
用
労
働
者
な
ど
＝
10
人
（
先

着
順
）

▽
受
講
料　

無　

料

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送

ま
た
は
、
フ
ァ
ク
ス
か
直
接
来
所

（
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
）で
、
青

森
県
地
域
共
同
就
職
支
援
セ
ン
タ

ー
・
弘
前
コ
ー
ナ
ー（
〒
036
・
８
０

０
２
、駅
前
３
丁
目
３
の
１
、第
２

ト
モ
エ
ビ
ル
２
階
、☎
55
・
０
１
１

５
、フ
ァ
ク
ス
55
・
０
１
２
５
）へ
。

※
申
込
書
は
弘
前
公
共
職
業
安
定

所
（
南
富
田
町
、
☎
38
・
８
６
０

９
）
に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、

青
森
県
地
域
共
同
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.aom

ori-kyoudoushien.
jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

裾
野
地
区
体
育
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
の
教
室　
　
　

【
料
理
教
室
】

▽
と　

き　

３
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
内　

容　

う
ど
ん
作
り
（
手
打

ち
め
ん
）

▽
定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

▽
材
料
費　

８
０
０
円

※
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
ふ
き
ん

【
茶
道
教
室
】

▽
と　

き　

３
月
４
日
・
25
日（
計

２
回
）、
午
後
２
時
〜
４
時

▽
内　

容　

４
日
＝
お
茶
の
飲
み

方
と
お
菓
子
の
食
べ
方
／
25
日
＝

お
茶
道
具
の
使
い
方

▽
講　

師　

渋
谷
宗
隆
さ
ん
（
遠

州
流
岩
木
乃
支
部
師
範
）

▽
定　

員　

２
回
と
も
参
加
で
き

る
人
＝
７
人
（
先
着
順
）

▽
材
料
費　

各
日
５
０
０
円

※
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
と
こ
ろ　

裾
野
地
区
体
育
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
（
十
面
沢
字
轡
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

２
月

27
日
ま
で
に
、
裾
野
地
区
体
育
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
（
☎
99
・
７
０

７
２
）
へ
。

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

シ
ニ
ア
体
力
ア
ッ
プ
教
室

　

冬
場
に
落
ち
込
ん
だ
体
力
の
向

上
を
図
り
、
屋
外
で
の
運
動
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

▽
と　

き　

３
月
３
日
〜
24
日
の

毎
週
木
曜
日
、
午
前
10
時
〜
11
時

半▽
と
こ
ろ　

克
雪
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
（
豊
田
２
丁
目
）

▽
内　

容　

タ
オ
ル
を
使
っ
た
体

操
、
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス

ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ▽
対　

象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
市
民
＝
20
人

▽
参
加
料　

無
料
（
各
自
傷
害
保

険
な
ど
に
加
入
を
）

▽
持
ち
物　

フ
ェ
ー
ス
タ
オ
ル
、

飲
み
物

▽
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き

に
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
教
室
名
を
記
入
し
、

２
月
22
日（
必
着
）ま
で
に
克
雪
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
〒
036
・

８
１
０
１
、豊
田
２
丁
目
３
）
へ
。

※
は
が
き
１
枚
で
１
人
ま
で
と

し
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

克
雪
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
☎
27
・
３
２

７
４
）

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン　
　
　

デ
ザ
イ
ン
画
セ
ミ
ナ
ー

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
画
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
初
心
者
に
も
分
か

り
や
す
く
指
導
す
る
、
実
技
を
交

え
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
に
興

味
が
あ
る
人
、
う
ま
く
描
く
コ
ツ

を
知
り
た
い
人
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

甲
子
園
に
応
募
し
て
み
た
い
人
な

ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

【
弘
前
会
場
】

▽
と　

き　

３
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
商
工
会
議
所

（
上
鞘
師
町
）
３
階
３
０
１
室

【
青
森
会
場
】

▽
と　

き　

３
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

青
森
市
民
ホ
ー
ル

（
青
森
市
柳
川
１
丁
目
）
１
階
第

一
会
議
室

　

〜
共
通
事
項
〜

▽
講　

師　

三
上
貴
久
さ
ん
（
メ

ゾ
ン
取
締
役
社
長
兼
ブ
ラ
ン
ド
プ

ラ
ン
ナ
ー
）

▽
対　

象　

県
内
に
在
住
の
中
学

生
・
高
校
生
、
一
般

▽
定　

員　

各
50
人
（
先
着
順
）

▽
受
講
料　

５
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
、
当
日
持
参
を
）

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
（
鉛
筆
、

消
し
ゴ
ム
な
ど
）、画
材（
色
鉛
筆
、

絵
の
具
な
ど
）、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

雑
誌
（
デ
ザ
イ
ン
画
を
描
く
際
の

参
考
資
料
と
し
て
）

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
甲
子
園
実
行
委
員
会
事

務
局
（
弘
前
商
工
会
議
所
内
、
☎

33
・
４
１
１
１
、
フ
ァ
ク
ス
35
・

１
８
７
７
）

り
ん
ご
園
の
ふ
く
ろ
う
と

小
物
展　
　
　
　
　
　
　

　

り
ん
ご
樹
に
住
み
つ
く
こ
と
が

あ
る
ふ
く
ろ
う
は
、
り
ん
ご
樹
を

害
す
る
ネ
ズ
ミ
を
捕
食
す
る
な

ど
、
り
ん
ご
と
共
生
関
係
に
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
ふ
く
ろ
う
と
り
ん

ご
の
小
物
を
集
め
た
企
画
展
を
、

県
内
の
手
作
り
作
家
の
皆
さ
ん
の

協
力
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
と　

き　

３
月
７
日
ま
で

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
と
こ
ろ　

り
ん
ご
公
園
（
清
水

富
田
字
寺
沢
）「
り
ん
ご
の
家
」

▽
問
い
合
わ
せ
先　

り
ん
ご
公
園

（
☎
36
・
７
４
３
９
）

三
省
地
区
交
流　

セ
ン
タ
ー
の
教
室

【
煎
茶
教
室
】

　

初
心
者
の
人
も
楽
し
く
作
法
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と　

き　

３
月
11
日
・
18
日（
計

２
回
）、
午
前
10
時
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

三
省
地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
（
三
世
寺
字
鳴
瀬
）

▽
内　

容　

煎
茶
（
せ
ん
ち
ゃ
）

道
と
作
法
を
学
ぶ

▽
講　

師　

神
翠
宣
さ
ん

▽
定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
料　

２
０
０
円
（
お
菓
子

代
と
し
て
）

※
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

３
月

５
日
ま
で
に
、
三
省
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
（
☎
95
・
３
７
６
０
）
へ
。

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

▽と　き　３月 12日（土）
　　　　　午後１時～３時

※会場には午後０時 50 分までにお
いでください。

▽ところ　弘前文化センター（下白

銀町）２階第１・２和室

▽内　容　お風呂の入れ方、抱き方・

寝かせ方、ミルクの作り方、先輩パ

パの体験話など

▽講　師　三崎直子さん（弘前大学

大学院保健学研究科講師）

▽対　象　市内および近隣地域に在

住または勤務する、初めての子ども

が生まれて間もない新米パパ（生後

１か月以内）、または未来のパパ＝

５人（先着順）

※おおむね 18歳～ 40 歳。
▽参加料　無　料

▽問い合わせ・申込先　３月 11 日
までに、電話、またはファクスかＥ

メール（住所・氏名・年齢・電話番

号を記入）で、中央公民館（☎ 33・
6561、ファクス 33・4490、Ｅメー
ルchuuoukou@city.hirosaki.lg.jp）へ。

※火曜日は休館日です。

催　

し
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職
業
訓
練
の
受
講
者
募
集

【
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
】

　

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
離

職
者
を
対
象
に
、
再
就
職
の
た
め

の
職
業
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
受
講
者
に
は
、
訓
練
期
間
中
の

生
活
保
障
と
し
て
、
訓
練
・
生
活

支
援
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
と　

き　

３
月
30
日
〜
６
月
29

日
、
午
前
９
時
10
分
〜
午
後
３
時

50
分

▽
と
こ
ろ　

Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
弘
前
教
室

（
外
崎
４
丁
目
）

▽
内　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
と
各
種
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ

フ
ト
（
エ
ク
セ
ル
、ワ
ー
ド
な
ど
）

の
操
作
の
習
得
／
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ

ル
の
習
得

▽
定　

員　

20
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
応
募
者
が

少
な
い
場
合
は
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

▽
受
講
料　

無　

料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
１
万
１
１
３

０
円
が
必
要
。

▽
申
し
込
み
方
法　

３
月
１
日
ま

で
に
、弘
前
公
共
職
業
安
定
所（
南

富
田
町
）
へ
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

弘
前
公
共
職

業
安
定
所
（
☎
38
・
８
６
０
９
）

／
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
弘
前
教
室
（
☎
29
・

１
７
１
５
）

少
年
少
女
剣
道
教
室

▽
と　

き　

毎
週
月
・
水
・
金
曜

日
の
午
後
４
時
半
〜
６
時

▽
と
こ
ろ　

弘
前
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
（
八
幡
町
１
丁
目
）

▽
講　

師　

長
内
淳
介
さ
ん
（
範

士
八
段
）

▽
対　

象　

小
学
校
３
〜
６
年
生

で
毎
回
参
加
で
き
る
人

▽
参
加
料　

無
料
（
各
自
傷
害
保

険
な
ど
に
加
入
を
）

※
防
具
は
貸
し
出
し
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法　

４
月
27
日
ま

で
の
教
室
開
催
日
に
、
会
場
で
受

け
付
け
し
ま
す
。
申
し
込
み
の
際

は
保
護
者
同
伴
で
お
い
で
く
だ
さ

い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

福
士
さ
ん

（
☎
携
帯
090
・
５
８
３
２
・
２
８

４
０
）交 

通 

災 

害 

共 

済

　

１
日
１
円
で
、
家
族
に
大
き
な

安
心
を
。
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

【
交
通
災
害
共
済
と
は
？
】

　

交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故

で
け
が
を
し
た
り
、
死
亡
し
た
り

し
た
場
合
に
、
見
舞
金
や
弔
慰
金

な
ど
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

平
成
23
年
度
の
交
通
災
害
共
済

加
入
の
受
け
付
け
が
２
月
１
日
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
加
入
し

て
い
る
人
も
、
こ
れ
ま
で
加
入
し

て
い
な
か
っ
た
人
も
、
万
が
一
に

備
え
、
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

▽
共
済
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成

24
年
３
月
31
日
（
４
月
１
日
以
降

に
加
入
し
た
場
合
は
、
加
入
し
た

日
時
か
ら
に
な
り
ま
す
）

▽
掛
け
金　

１
人
＝
３
５
０
円

▽
申
込
先　

市
民
生
活
課
安
全
安

心
対
策
担
当
（
市
役
所
２
階
、
窓

口
257
、
☎
35
・
１
１
０
２
）
か
岩

木
・
相
馬
総
合
支
所
民
生
課
、
各

出
張
所
窓
口
へ
。

※
市
民
課
駅
前
分
室
・
城
東
分
室

で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら
…
】

　

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
て
い

る
人
が
、
交
通
事
故
で
１
日
以
上

の
通
院
や
入
院
を
し
た
り
、
死
亡

し
た
り
し
た
場
合
は
、
見
舞
金
や

弔
慰
金
な
ど
を
請
求
で
き
ま
す
。

▽
請
求
の
対
象
と
な
る
交
通
事
故

　

自
動
車
同
士
の
事
故
、
歩
行
中

に
発
生
し
た
自
動
車
や
自
転
車
と

そ
の
他

の
接
触
事
故
、
自
転
車
乗
車
中
の

転
倒
に
よ
る
自
損
事
故
な
ど

▽
請
求
の
対
象
と
な
ら
な
い
交
通

事
故　

自
動
車
な
ど
が
関
係
し
な

い
歩
行
中
の
事
故
や
作
業
中
の
事

故
（
雪
道
で
の
転
倒
、
雪
下
ろ
し

作
業
中
の
転
落
な
ど
）、
無
免
許

運
転
や
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
、

天
災
（
台
風
や
地
震
な
ど
）
が
原

因
で
発
生
し
た
事
故
な
ど

▽
共
済
見
舞
金
な
ど　

け
が
で
１

日
以
上
通
院
や
入
院
を
し
た
と
き

＝
見
舞
金
２
万
円
〜
15
万
円
／
死

亡
し
た
と
き
＝
弔
慰
金
１
０
０
万

円▽
請
求
期
間　

交
通
事
故
が
発
生

し
た
日
か
ら
１
年
以
内

▽
請
求
に
必
要
な
書
類　

交
通
事

故
証
明
書
、
診
断
書
な
ど

※
事
故
に
よ
っ
て
必
要
な
書
類
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
請
求
先　

市
民

生
活
課
安
全
安
心
対
策
担
当
（
市

役
所
２
階
、
窓
口
257
、
☎
35
・
１

１
０
２
）

平
和
都
市
宣
言

　

市
で
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
世

界
平
和
の
実
現
を
願
い
平
和
都
市

宣
言
を
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

▽
内
容
（
宣
言
全
文
）　

　

平
成
22
年
12
月
17
日
議
決

　

第
二
次
世
界
大
戦
並
び
に
太
平

洋
戦
争
終
戦
65
年
を
経
た
今
日
も

な
お
、
地
球
上
で
は
、
局
地
的
な

戦
争
や
戦
闘
行
為
が
続
い
て
お

り
、
核
兵
器
使
用
の
危
険
性
も
含

め
て
戦
争
を
過
去
の
も
の
と
す
る

状
況
は
、
い
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な

い
。

　

平
和
を
希
求
す
る
私
た
ち
は
、

あ
の
忌
ま
わ
し
い
戦
禍
を
再
び
引

き
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
、
日
本

国
憲
法
の
理
念
で
あ
り
、
人
類
共

通
の
切
実
な
念
願
で
あ
る
世
界
の

恒
久
平
和
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　

そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
核
兵

器
の
廃
絶
と
世
界
の
平
和
の
実
現

を
切
望
し
、
こ
こ
に
平
和
都
市
と

な
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
財
政
課

法
規
係
（
☎
35
・
１
１
１
０
）

夜
間
・
休
日
納
税

相
談
の
ご
利
用
を

　

収
納
課
で
は
、
日
中
や
平
日
に

納
税
相
談
が
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
夜
間
・
休
日
納
税
相
談
日
を

設
け
て
い
ま
す
。

▽
夜
間
納
税
相
談　

２
月
21
日
〜

25
日
の
午
後
５
時
15
分
〜
７
時
半

▽
休
日
納
税
相
談　

２
月
27
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
毎
月
第
４
日
曜
日
は
休
日
納
税

相
談
日
で
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い

事
情
が
あ
る
人
は
、
未
納
の
ま
ま

に
せ
ず
、
ぜ
ひ
相
談
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
日
は
電
話

で
の
相
談
や
、
市
税
な
ど
の
納
付

も
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
受
付
場
所　

収

納
課
（
市
役
所
２
階
、
窓
口
205
、

☎
40
・
７
０
３
２
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～認知症や知的・精神障がいのある人の権利や財産～認知症や知的・精神障がいのある人の権利や財産

を守るために～を守るために～

　成年後見制度は、認知症や知的障がい、精神障が
いなどにより判断能力が十分でない人（本人）の権

利や財産を守るためのもので、次の２種類がありま

す。

▽法定後見　

　既に本人の判断能力が低下している場合に、支援

者として家庭裁判所に選ばれた人（成年後見人等）

が本人に代わって財産管理をしたり、必要に応じて

契約を結んだりします。

　預貯金の払い戻しや解約、遺産分割の協議、不動

産の売買などに際し、本人に不利益な結果を招かな

いよう保護・支援します。また、本人が結んだ不利

益な契約を取り消すことができる場合もあります。

※日常生活の世話や介護などは成年後見人等の職務

に含まれません。

▽任意後見　

　将来、判断能力が衰えたときに備えて、「誰に」「ど

のような援助をしてもらうか」についてあらかじめ

決めておき、判断能力が十分であるうちに契約して

おくものです。

【成年後見制度利用支援事業】

　成年後見制度（法定後見）を利用する際に必要と

なる「申立て費用」や「成年後見人等への報酬」を

支払うことが困難な場合、その全部または一部を市

が助成します。

▽対　象　次の①・②両方を満たす人で、成年後見

制度の利用が本人の福祉を図るために不可欠と判断

された人

①経済的要件　生活保護受給者やそれに準ずると認

められる人

②住所要件　弘前市に住所を有し、現に居住する人

※他市町村に住所がある人で、弘前市の介護保険に

加入している人は対象になる場合があります。    

▽問い合わせ先　福祉総務課総務係（☎ 40・
7037）

　県では、東京都内に「あおもり

キャリアセンター」を開設し、首

都圏に在住するＵターン希望者や

団塊世代の人を対象に、専門のコ

ーディネーターが、県内での就職

やセカンドライフ実現のための相

談に応じています。

▽相談時間　午前 11 時～午後５

時（土・日曜日、祝日、12 月 29

日～１月３日を除く）

▽ところ　あおもりキャリアセン

ター（東京都中央区八重洲２丁目、

住友生命八重洲ビル５階、青森県

東京ビジネスプラザ内）

※コーディネーターが不在の場合

がありますので、事前に電話など

で確認することをお勧めします。

▽業務内容　ＵＪＩターン就職の

相談対応／首都圏在住の団塊世代

の人へのセカンドライフの相談対

応／就農相談対応／無料職業紹介

／県内企業および誘致企業の求人

情報収集

▽問い合わせ先　あおもりキャリ

アセンター（☎東京 03・3271・

0700、Ｅメール A-TOKYO@pref.

aomori.lg.jp）

※関連情報については次のホーム

ページにも掲載しています。

○就職関連情報…ワークわくあ

お も り job ネ ッ ト（http://www.

aomori-job.net/）

○団塊世代関連情報…情報あおも

りライフ（http://www.pref.aomori.

lg.jp/life/sumai/aomorilife.html）

「あおもりキャリア「あおもりキャリア
センター」 開設センター」 開設

～Ｕターン就職などを希望する

首都圏在住の皆さんへ～

成年後見制度をご存じですか

お知らせ
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※平成22年国勢調査要計表速報値
平成22年11月末集計を基礎に算出
男女別の内訳は公表されていません

有 料 広 告有 料 広 告

・人　口　　　 （前月比）
　　 183,439 人 (-  6)
・世帯数
　　 70,386 世帯 (+ 59)
平成23年1月1日現在（推計）

クラブ名 主な活動日程 内容・対象 会場・参加料

自然観察
クラブ

毎月主に第１土曜日
午前 10時～正午

野鳥・草木などの観察／
小・中学生＝ 30人

弘前公園ほか／
年間 1,500 円

ミュージカル
クラブ

毎月主に第２土曜日
午後１時半～３時半

ミュージカルの練習・発
表など／小学校３年生～中
学生＝ 20人

弘前文化センタ
ー／年間 1,000
円

やきもの
クラブ

毎月主に第２土曜日
午前 10時～正午

やきものづくり／小学校
３年生～中学生＝ 36人

弘前文化センター
／年間2,000 円

科学クラブ
毎月主に第３土曜日
午前 10時～正午
※５月から開始

科学的な実験やマジック、
工作など／小学校３年生～
中学生＝ 30人

弘前文化センタ
ー／年間 3,300
円

ラジオ劇団
毎月主に第１土曜日
午後２時～４時

ラジオドラマの制作と
アップルウェーブ出演／
小学校４年生～中学生＝
15人

弘前文化センタ
ー、まちなか情
報センターほか
／年間1,000円

ふるさと
クラブ

毎月主に第４土曜日
午前 10時～正午

昔の遊び、工作、お菓子作
りなど／小学生＝ 30人

弘前文化センタ
ー、弘前公園ほか
／年間1,500円

小鼓クラブ
毎月主に第１土曜日
午後１時半～３時半

小鼓の打ち方、作法、歌舞
伎や日本舞踊の演奏・発表
など／小・中学生＝ 15人

弘前文化セン
ター／無料

天文クラブ
毎月主に第４土曜日
午後７時～９時

天体観測、望遠鏡の操作
など／小・中学生＝ 40人
※小学校１・２年生は保護
者同伴。

星と森のロマン
トピア、弘前文
化センターほか
／年間1,000円

　中央公民館では、小・中学生を対象に８つ

の子どもクラブを開催します。

▽申し込み方法　住所、氏名（ふりがな）、

性別、新年度の学校名と学年、希望するク

ラブ名（複数可）、電話番号、保護者名を記

入し、３月 18 日（必着）までに、はがき
やファクスまたはＥメールで申し込みを。

■問い合わせ・申込先　中央公民館「子ど

もクラブ」係（〒 036・8356、下白銀町
19 の ４、 ☎ 33・6561、 フ ァ ク ス 33・
4490、Ｅメール chuuoukou@city.hirosaki.
lg.jp、火曜日は休館日）

※日程が重ならない複数のクラブに申し込

むことができます（優先順位の記入を）。応

募者多数の場合は抽選。複数のクラブに選

ばれた人は、調整す

ることがあります。

参加クラブ決定の通

知は３月末を予定。

クラブ名

自然観察
クラブ

中央公民館では、小・中学生を対象に８つ

子どもクラブ会員募集子どもクラブ会員募集

教室名 主な活動日程 定員

 書道教室
 毎月第１・３水曜日
 午後１時半～３時半

35人

 クレヨン画教室
 毎月第１・３水曜日
 午前 10 時～正午

40人

 日本舞踊教室
 毎月第２・４水曜日
 午前 10 時～正午

25人

 茶道教室

 （表千家立礼）
 毎月第１・３木曜日
 午前 10 時～正午

15人

 茶道教室

 （裏千家）
 毎月第２・４木曜日
 午前 10 時～正午

15人

 健康料理教室①
 毎月第３金曜日
 午前 10 時～午後１時

25人

 健康料理教室②
 毎月第４金曜日
 午前 10 時～午後１時

25人

 健康体操教室
 毎月第１・３土曜日
 午前 10 時～正午

25人

 歌謡（カラオケ）教室
 毎月第２日曜日の午後
 ３時～５時と毎月第４日
 曜日の午後２時～５時

45人

 社交ダンス教室
 毎月第１・３日曜日
 午後１時半～３時半

男性＝15人
女性＝15人

　各教室の受講者を募集します。期間はいずれも４月

～平成24年３月の１年間です。受講料は無料ですが、
教材費が必要な教室もあります。

■ところ　生きがいセンター（南袋町）

■対　象　おおむね 65歳以上の市民
■申し込み方法　はがきに住所・氏名・生年月日・電

話番号・教室名（１人２つまで。健康料理教室は①ま

たは②のいずれか１つ）を記入し、３月１日（当日消

印有効）までに、生きがいセンター（〒036・8272、南
袋町１の20）へ。電話での申し込みはできません。
※受講希望者が定員を超えた場合は、抽選で決

定します。より多くの市民に参加してもらうた

め、同じ教室での受講が連続して３年を超え

ない人を優先し、結果は後日通知します。

■問い合わせ先　生きがいセンター

（☎ 38・0848）
※月曜日と祝日の翌日は休館日です。

書道

クレ

生きがいセンターの教室生きがいセンターの教室生きがいセンターの教室



【環境ニュース】　広報ひろさき　平成２３年２月１５日号

ひろさき
環境パートナーシップ21

平成２２年度活動状況

平成 22年７月 24日

　スポネット弘前が「だんぶり池観察会」に参

加しました。

　夜にはホタルも観察して、とても楽しく、勉

強になりました。

　　「ひろさき環境パートナーシップ２１

（略称：ＨＥＰ２１）」 は、市と環境パー

トナーシップ協定を結び、市民参加を重

視しながら、連携・協働して、さまざま

な環境問題に取り組ん

でいる市民団体です。

環境環境環境環境

平成 22年 11 月３日

　市教育委員会と共催で、新寺町の報恩寺・袋

宮寺を会場に「ひろさきお寺の日」を開催しま

した。なかなか見ることのできない絵巻や仏像

などを、間近で見ることができました。

平成 22年４月 11日

　蓬莱広場から駅前りんご広場までの、まちか

ど広場などの清掃を行う「まちかど広場クリー

ン大作戦」には、保育園児から大人まで 120 人
が参加しました。

　ひろさき環境パートナーシッ

プ21には５つのグループがあり、

それぞれがテーマを持って活動しています。皆

さんも一緒に活動してみませんか。

▽グループ　①生活環境　②農業環境　③快適・

文化環境　④自然環境　⑤地球環境

▽会　費　年間 1,000 円

▽申込先　弘前大学理工学部鶴見研究室（文京

町、☎兼ファクス 39・3613）／市環境保全課環

境保全係（市役所２階、☎ 40・7035）

入 会入 会 しませんか？しませんか？入 会 しませんか？



【環境ニュース】　広報ひろさき　平成２３年２月１５日号

〈 環境ニュース 〉

認定制度

エコストア・
　エコオフィス

１（株）弘前事務機器商会

２ パワーデポ弘前店

３ ドコモショップ弘前城東店

４ ドコモショップ弘前安原店

５ マックスバリュ弘前城北店

６ マックスバリュ安原店

７ ユニバース堅田店

８ ユニバース南大町店

９ ユニバース城東店

10 いとくアルカディア店
11 生協コープあおもり和徳店
12 マックスバリュ樋の口店
13 マックスバリュ岩木店

14
ヤマト運輸（株）弘前支店
弘前白銀センター

15
ヤマト運輸（株）弘前支店
弘前城東センター

16
ヤマト運輸（株）弘前支店
弘前城南センター

17 さとちょう浜の町店
18 Uマート桔梗野店
19 Uマート弘大前店

１ S･K･K 情報ビジネス専門学校

２（株）南建設

３（株）伸和産業

４ セントラル技研（株）

５ 東北電力（株）弘前営業所

６（株）装美舎

７（株）弘前事務機器商会

８
リコー東北（株）
青森支社弘前営業部

９（株）第一事務機

10（株）ビジネスサービス弘前支店
11（株）ニチロサンパック青森工場
12 弘前航空電子（株）
13 丸勘建設（株）
14（株）東栄土木工業．
15 共栄建設（株）
16（株）タムロン生産本部
17（株）設備技研オサナイ
18（株）小山田建設
19（有）エルシィホーム

20
キヤノンプレシジョン（株）
本社・北和徳事業所

21
キヤノンプレシジョン（株）
北和徳第二事業所

22
キヤノンプレシジョン（株）
石渡事業所

23（株）弘前水道

24
オリンパスメディカルサイエン
ス販売（株）弘前営業所

25
（株）日立ソリューションズ
北日本事業所

26 北星交通（株）
27（株）キタコン

＊表はともに平成 22 年 12 月末
現在のものです（登録順）。ピン

ク色は平成 22 年１月以降、新
たに認定された店舗・事務所（会

社）です。

　エコストア・エコオフィス認定制度は、ごみの減量やリサイクルの推進、

省エネルギーなど、環境にやさしい活動を行っている店舗や事務所（会社）

をエコストア・エコオフィスとして認定し、その取り組みを応援していこ

うという制度です（市が認定している店舗や事務所は下表のとおり）。

　事業者と市民が一緒になって「安全・快適なあずましいまち」を実現し

ていくため、あなたの店舗や事務所もエコストア・エコオフィスになって

みませんか。申請手数料などは一切掛かりませんので、ぜひ申請を（詳し

くは、市のホームページをご覧ください )。

▽問い合わせ先　環境保全課環境保全係（☎ 40・7035）

▲エコストア・エコオフィス

認定マーク

28 三光化成（株）弘前工場
29 ニッカウヰスキー（株）弘前工場
30 特別養護老人ホームおうよう園
31 東光産業（株）青森支店
32（株）青森ディーディーケイ
33（株）青森銀行弘前市役所出張所
34 特別養護老人ホーム白寿園
35 グループホーム　はくじゅ
36 デイサービスセンター白寿園
37 生活支援ハウス　白寿の園
38（株）テクノル弘前支店
39 豊産管理（株）弘前営業所
40（株）青森銀行弘前支店
41（株）青森銀行津軽和徳支店
42（株）青森銀行土手町支店
43（株）青森銀行松森町支店
44（株）青森銀行弘前駅前支店
45（株）青森銀行城東支店
46（株）青森銀行富田支店
47（株）青森銀行堅田支店
48（株）青森銀行桔梗野支店
49（株）青森銀行亀甲町支店
50（株）青森銀行松原支店
51（株）青森銀行城西出張所
52（株）青森銀行城南出張所
53（株）アペックス弘前営業所
54 音羽電機工業（株）弘前工場
55（株）東管サービス
56（株）大成コンサル
57 日本パルスモーター（株）岩木工場
58 身体障害者療護施設　千年園
59 北村技術（株）

●エコストア認定店 ●エコオフィス認定事務所

カラス被害のないきれいな

まちにしよう
　市では町会に対し、ごみのステーション（集積所）に利用するネット（防鳥
ネット〈黄色・緑〉）を貸し出していますが、ネットがきちんと使用されていな

増えて
ます！

　再生資源回収運動は、町会や子ども会、ＰＴＡなどの団体が回収の日時・場
所を決め、家庭から出される古紙類などの資源を資源回収業者に引き取っても
らう自主的なリサイクル活動です。

報償金を交付しています再生資源回収運動

設置場所

市役所本庁舎中庭駐車場（上白銀町 1の 1）

総合学習センター正面玄関横（末広４丁目 10の 1）

土手町分庁舎玄関向かい（土手町 154 の 1、市立病院向かい）

岩木庁舎西側駐車場裏（賀田 1丁目 1の 1）

相馬庁舎正面玄関横（五所字野沢 41の 1）

▽持ち込み可能時間　午前９時～午後５時
▽注意事項　いずれの回収ステーションも、12月 29 日～１
月３日は持ち込みができません。また、土手町分庁舎の回収
ステーションは、毎週月曜日も持ち込みができません。

回収ステーションを設置しています新聞紙や雑がみなど

　古紙のリサイクルを進めるため、市では新聞紙
や雑がみ類の回収ステーションを市内５カ所に設
置し、誰でも自由に持ち込めるようにしています。
▽持ち込める雑がみ類　雑誌、書籍、ノート、ハ
ガキ、封筒、コピー用紙、ポスターなど
※折り込みチラシなどは、新聞紙と一緒に束ねて
出してください。
▽問い合わせ先　環境保全課リサイクル推進係（☎
35・1130）
　また、事業者・民間団体などによる古紙リサイク
ルエコステーション（下表参照）もご利用ください。

設置場所 利用日・時間 回収古紙 設置者

 生活協同組合コープあおもり

 毎日

 午前10時～午後８時
 新聞紙（折り込みチラシを含

 む）、雑誌、雑がみ

 生活協同組合コープあお

 もり

 ○松原店（松原東３丁目２の９）

 ○西弘店（中野１丁目 13の１）
 ○和徳店（野田１丁目１の 27）
 ○桜ケ丘店（桜ケ丘４丁目１の５）

 ローソン和徳町店（和徳町 95の１）
 毎日

 午前８時～午後５時

 新聞紙（折り込みチラシを含

 む）、雑誌、雑がみ、ダンボール

 特定非営利活動法人

 ＮＰＯもったいない弘前

 健康温泉桃太郎（新里字下樋田66の１）
 毎日

 午前10時～午後８時
 新聞紙（折り込みチラシを含

 む）、雑誌、雑がみ、ダンボール

 特定非営利活動法人

 ＮＰＯもったいない弘前

ごみをなるべく出さない工夫を生ごみの減量化

　生ごみは堆肥（たいひ）化するなどして、「燃やせるごみ」に出さないようにしましょう。
○堆肥化容器（町会連合会のあっせん補助あり）を利用して、生ごみを堆肥化
○ダンボールコンポストを利用して、生ごみを堆肥化
※ダンボールコンポストの作り方は、環境保全課（市役所２階）で配布している最新の「ごみ分別ガイドブック」や、
市のホームページに掲載しています。
○燃やせるごみに出すときは、十分に水切りをする

ごみの減量化

入るすき間
がない！

ごみを
つつけ
ない！

い場所は、その効果がなく、カラスの被害が絶
えないようです。生ごみ（燃やせるごみ）を出
した後は、ごみ袋全体を包むようにネットを掛
けましょう。また、収集日以外に出されたごみは
収集されないため、カラスの格好の餌となりま
す。ルールをきちんと守りましょう。

　家庭から出る「燃やせるご
み」のうち、古紙や生ごみはで
きるだけリサイクルし、「燃や
せるごみ」に出さないことで、
ごみの減量化に努めましょう。

　このような活動がごみの減量化・資源化に
つながることから、市は、回収運動を行った
団体に、回収量に応じて報償金（平成 22 年
度は回収量１㎏当たり４円）を交付していま
す。実施を希望する団体はお問い合わせくだ
さい。

▽問い合わせ先　環境保全課リサイクル推進係（☎ 35・1130）



〈 環境ニュース 〉

市では、環境省が企画する「こどもエコクラブ」の会員を募集しています。

▽問い合わせ・申込先　環境保全課環境保全係（市役所２階、☎40・7035）

環境省環境省

　幼児（３歳～）から高校生まで
なら誰でも参加できる環境活動の
クラブです。

　子どもたちの興味や関心に合わ
せて、自然観察・調査やリサイク
ル活動など、家庭・学校・地域の
中で身近にできる地球にやさしい
活動に自由に取り組みます。

　こどもエコクラブには、いろいろな形態があります。仲間が集まればどん
な形態でも、こどもエコクラブとして登録し、活動を始めることができます。
例えば
近所で・・・近所のお友達、兄弟姉妹、親せきなど
学校で・・・幼稚園、学校の全校生徒、クラス、クラブ、委員会、有志など
施設で・・・児童館、公民館、保育所（園）、放課後クラブなど

イメージキャラクター

「エコまる」

■このほか、活動報告の提出に応じたプレミアムグッズの抽選やこどもエコクラブ全国事務局のウェブサイトによる
情報提供、活動報告掲載の場などもあります。詳しい情報は、こどもエコクラブのホームページをご覧ください。

ＨＥＰ 21エコクラブ
りんごっこクラブ（宮舘児童館）

なえっこクラブ（蒔苗児童館）

ちょボラ隊（大和沢児童館）

コウノトリ（三和児童館）

新和児童館エコクラブ

薬師堂児童館エコクラブ

おしろっこクラブ（堀越児童館）

弘前保育所エコクラブ

大浦 ecokids クラブ（大浦保育所）

ちびっこエコクラブ（鳥井野保育所）

百沢保育所エコクラブ

星の子どもエコクラブ（相馬保育所）

草薙児童館エコクラブ

自得児童館クリーンアタック隊

新寺町児童館こどもエコクラブ

タカスギッズ（西部児童センター）

小友児童館青空エコクラブ

大谷エコクラブ（大谷幼稚園）

みどりエコクラブ（みどり保育園）

こどもの城クラブ（こどもの城保育園）

サン保育園エコクラブ

現在活動中の仲間たち

＊平成 22年 12 月末現在。登録順。

地球に
いいこと
始めよう！

企画する「こどもエコクラブ」の会員を募集しています

こどもエコクラブ

こどもエコクラブとは

どんなことをするの？

クラブの形態と活動

環境出前講座のお知らせ環境出前講座のお知らせ環境出前講座のお知らせ

　市では、ごみの減量化や地球温暖化防止のた

めに、次のメニューで出前講座を行っています。

　皆さんが知りたいこと、学びたいことを、保

育園児からお年寄りまで、分かりやすくお知ら

せしていますので、一度受講してみませんか。

【環境出前講座メニュー】

①分別ごみとリサイクル

▽内　容　ごみ収集の現状（分別ごみのゆくえ、

ダンボールコンポストの活用など）

②地球温暖化とくらし

▽内　容　地球温暖化による問題と、わたした

ちにできること

③クイズで楽しくエコライフ！

▽内　容　地球温暖化について、クイズで楽し

く学習

■問い合わせ先　講座の内容について…環境保

全課（☎ 40・7035）／申し込みについて…広
報広聴課（☎ 35・1194）

登録から活動まで
１仲間を集めよう…２人以上の仲間と、活動を支える大人（サポーター）を
集めます。
２登録しよう…こどもエコクラブ事務局（市役所２階、環境保全課内）に登録用紙を提出します。登録用紙は、こど
もエコクラブのホームページ（http://www.ecoclub.go.jp）からダウンロードできます。
★年間を通じていつでも登録ができ、活動を始められます。登録料・年会費などの費用は掛かりません。登録すると、
活動に役立つキット（活動ファイルなど）がもらえます。
３活動開始！…身近な地域で、自分たちで考え、環境活動に取り組みます。
４活動を報告…活動の報告を事務局に提出します。＊提出は自由です。




